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◎地盤⼯学分野の学⽣や技術者が有限要素解析を学ぶ際の参考書
として、前⾝書を 15 年ぶりに改訂 

◎各種解析プログラム（⼆次元弾性，三次元弾塑性，三次元飽和・
不飽和浸透流）を収録し、FEM の初歩的操作の体験が可能 

◎要望が多かった飽和不飽和浸透流解析や液状化解析を追加、
そして新たな発展的話題として信頼性設計や CIM も追加 
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■主な内容︓理論の解説だけでなく例題も取り⼊れ、理解が深まる内容・構成に改訂 
＜有限要素法をまなぶ＞ 有限要素法の役割や基礎、実務における有限要素法等 
＜有限要素法をわかる＞ 弾塑性有限要素法、静的解析・動的解析（全応⼒、弾塑性） 
＜有限要素法をつかう＞ 飽和・不飽和浸透流解析、⼟―⽔連成解析、液状化解析 
 

※各種解析プログラムはダウンロード版となります。ダウンロードには書籍巻末付録
の情報が必要となります。 
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付録：解析コードと例題（ダウンロード版） 
 ※巻末付録（袋とじページ）を参照 

 地盤技術者のための FEM シリーズ① 
  ・プリ/ポストプロセッサ「Geo-graphia1」 

・解析コード「elastc」 

・例題 

地盤技術者のための FEM シリーズ② 
・プリ/ポストプロセッサ「Geo-graphia2」 

・解析コード「GA3D」  

・解析コード「Quake3d」 

・例題 

地盤技術者のための FEM シリーズ③ 
・プリ/ポストプロセッサ「Geo-graphia3」 

・解析コード「VGFlow」（実行ファイルのみ） 

・解析コード「CAMBIOT3D」 

・例題 

 
 
 

 




